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集 合 ：笛 吹 市 役 所 八 代 支 所 駐 車 場  

※ス タ ー ト 場 所 まではバス で移 動 し ま す 。  

☆スタート地 点 ：上 芦 川 東 駐 車 場  

※ ス タ ー ト 地 点 か ら 兜 造 民 家 を 見 て 、 水 路 沿 い に 藤

原 邸 に む か い ま す 。  

  ↓  

１ ： 藤 原 邸  

※ 藤 原 邸 か ら 水 路 沿 い に 口 留 番 所 跡 に む か い ま す 。  

  ↓  

２ ： 口 留 番 所 跡  

  ↓  

３ ： 道 祖 神 場  

  ↓  

４ ： 東 林 寺  

  ↓  

５ ： 関 所 跡  

  ↓  

６ ： 観 音 堂  

  ↓  

７ ： 馬 頭 観 音 群  

  ↓  

８ ： 諏 訪 神 社  

  ↓  

★ゴール ：おごっそう家  

約 1 . 5 k m の 道 の

り で す 。 坂 道 に

な り ま す の で 足

元 に 気 を つ け て

く だ さ い 。  
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１ ． 若 彦 路 と 関 所  

２ ． 上 芦 川 を 潤 す 水 路  

３ ． 生 活 に 根 付 く 信 仰  

～ 題 目  
 

☆上芦川散策の  

3 つのキーワード  
 上 芦 川 を 散 策 す る 時 に 次 の ３ つ に 注 目 す る と 、 よ り 散

策 を 楽 し め る と 思 い ま す 。  

  

さ

あ

、
一

緒

に

出

か

け

ま

し

ょ

う
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第 1 の キ ー ワ ー ド  

☆ 若 彦 路 と 関 所  

 芦 川 地 区 の 4 つ の 集 落 は 芦 川 の 北 側 を 並 行 し て 東

西 に 走 る 往 還 （ 旧 市 川 道 、 地 元 で は 「 本 道 」 「 上 の 道 」

な ど と 呼 ば れ て い ま す 。 ） に 沿 っ て 広 が っ て い ま す 。 こ の 往

還 は 上 芦 川 で は 甲 斐 （ 山 梨 県 ） と 駿 河 （ 静 岡 県 ） を 結

ぶ 古 道 「 若 彦 路 」 と 重 な り ま す 。 諏 訪 神 社 の 境 内 に は 、

明 治 3 6 年 に 中 央 線 が 開 通 す る 頃 ま で 、 沼 津 で 陸 揚 げ

さ れ た 生 魚 を 甲 府 に 回 送 す る 荷 継 ぎ 場 が あ っ た そ う で

す 。  

上 芦 川 は 交 通 の 要 所 な の で 関 所 が 設 け ら れ て い ま し

た 。 関 所 は 戦 国 時 代 に 武 田 家 が 設 置 し た の が 始 ま り と

石 垣 の 上 に 造 ら れ た 民 家 群  
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言 わ れ て い ま す が 、 江 戸 時 代 の 初 め に は 諏 訪 神 社 の 近

く に あ り ま し た 。 江 戸 時 代 前 半 の 上 芦 川 の 集 落 は 関 所

の 周 辺 に 固 ま っ て お り 、 関 所 跡 の 付 近 に は 1 7 世 紀 に

建 て ら れ た 家 が 今 で も 残 っ て い ま す 。  

江 戸 時 代 の 初 め に 関 所 周 辺 に 固 ま っ て い た 上 芦 川

の 集 落 は 、 徐 々 に 東 側 へ 広 が っ て い き ま し た 。 そ れ に 伴

い 関 所 は 江 戸 時 代 の 中 頃 に 今 の 東 林 寺 の 東 側 に 移

転 し ま す 。 （ 東 林 寺 も そ の 少 し 前 に 諏 訪 神 社 の 隣 接 地

か ら 現 在 地 に 移 転 し て い ま す 。 ） 集 落 が 東 側 に 大 き く 発

展 し て い っ た た め 、 関 所 （ 口 留 番 所 ） と 東 林 寺 も 中 核

施 設 と し て 集 落 の 中 心 部 に 移 転 し て い っ た の で す 。  

※ こ の ガ イ ド で は 江 戸 時 代 前 半 の 施 設 を 「 関 所 」、 江 戸

時 代 後 半 の 施 設 を 「 口 留 番 所 」 と 呼 ん で い ま す が 、 本 来

は 同 一 の も の で す 。   

往 還 沿 い に 広 が る 民 家 群  
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第 2 の キ ー ワ ー ド  

☆ 上 芦 川 を 潤 す 水 路  

 上 芦 川 の 集 落 は芦 川 か ら 約 3 0 ｍ も 高 い 場 所 に 立 地

し て お り 、 川 の 水 を 使 う に は 不 便 な 場 所 で す 。 背 後 の 山

か ら 沢 が 何 本 か 下 っ て き ま す が 、 急 傾 斜 の た め 雨 が 降 る

と 水 が 一 気 に 流 れ 落 ち て い き 、 普 段 は 枯 れ た 状 態 で す 。

こ う し た 水 の 便 の 悪 い と こ ろ で の 生 活 や 農 業 に 利 用 す る

水 を 確 保 す る た め 、 上 流 の 芦 川 か ら 約 2 k m に 渡 っ て 水

路 を 引 き ま し た 。

水 路 は 芦 川 に 並

行 し て 東 か ら 西 へ 、

一 部 は 往 還 沿 い

に 流 れ ま す 。 集 落

の 西 側 で は 水 路

が 家 並 み よ り 上 を

流 れ る た め 、 斜 面

を 下 る 水 路 が 作 ら

れ ま し た 。  

水 路 に は 「 溜

桶 ｣ と 呼 ば れ る 水

汲 み 場 を 設 け 、 生

活 用 水 と し て 利

用 し ま し た 。 斜 面

を 下 る 水 路 に 沿 っ

て 枝 道 も 作 ら れ 、

流 れ 落 ち る 水 の

勢 い を 利 用 し て 水

車 小 屋 も 設 け ら れ

ま し た 。  

  

水 路 に 設 け ら れ た 溜 桶  

往 還 沿 い を 流 れ る 水 路  
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第 ３ の キ ー ワ ー ド  

☆ 生 活 に 根 付 く 信 仰 ～ 題 目  

 上 芦 川 に は 日 蓮 宗 の 東 林 寺 が あ り 、 集 落 内 に は 「 南

無 妙 法 蓮 華 経 」 の 題 目 を 記 し た 「 題 目 塔 」 が 多 く 見 ら

れ ま す 。 ま た 、 上 芦 川 に は 「 題 目 曼 荼 羅 」 を 持 っ て い る

家 も あ り ま す 。  

 「 題 目 曼 荼 羅 」 と は 、 日 蓮 が 如 来 、 菩 薩 、 明 王 、 天 な

ど を 漢 字 で 書 き 表 し た 文 字 曼 荼 羅 で す 。 日 蓮 宗 で は

「 大 曼 荼 羅 御 本 尊 」 と 呼 び 、 十 界 の 諸 仏 ・ 諸 神 を 配

置 し て い る こ と か ら 「 十 界 曼 荼 羅 」 と も 呼 ば れ ま す 。 構 成

は 中 央 に ｢ 南 無 妙 法 蓮 華 経 ｣ の 題 目 、 右 上 に 持 国 天 、

右 下 に 広 目 天 、 左 下 に 増 長 天 、 左 上 に 毘 沙 門 天 、

題 目 の 両 脇 に 釈 迦 如 来 ・ 多 宝 如 来 を 始 め と す る 諸

仏 ・ 諸 神 が 配 置 さ れ ま す 。  

 上 芦 川 に は 江 戸 時 代 以 前 の 題 目 曼 荼 羅 が い く つ か

残 さ れ て お り 、 古 い も の は 天 文 2 2 年 ( 1 5 5 3 ) ま で さ か の ぼ

り ま す 。 ま た 、 題 目 曼 荼 羅 と 同 じ 構 成 の 祈 祷 札 が 住 宅

に 掲 げ ら れ て い た り 、 諸 仏 ・ 諸 神 が 家 の 柱 に 書 か れ る な

ど 、 生 活 の 中 に 根 付 い た 信 仰 を 見 る こ と が で き ま す 。  

  

題 目 塔  題 目 曼 荼 羅  祈 祷 札  



~ 6 ~ 
 

○ 兜 造 民 家  

 「 兜 造 民 家 」 は 、 寄 棟 造 あ る い は 入 母 屋 造 の 屋 根 の

妻 側 （ 短 い ほ う の 壁 ） を 切 り 上 げ た 形 の 民 家 で す 。 首 の

周 り に 垂 れ を お ろ し た か ぶ と （ 兜 ） の 形 に 似 て い る こ と か ら

「 兜 造 民 家 」 と 呼 ば れ て い ま す 。  

屋 根 を 切 り 上 げ る の は 、 小 屋 裏 （ 屋 根 裏 ） 部 分 に 外

の 光 や 風 を 取 り 入 れ る た め で す 。  

 か つ て 芦 川 で 盛 ん に 行 わ れ て い た 養 蚕 は 、 生 活 と 生

産 が 同 一 の 民 家 内 で 営 ま れ て い ま し た 。 そ の よ う な 条 件

下 で 蚕 の 生 活 環 境 を 良 く す る た め 、 小 屋 裏 （ 屋 根 裏 ）

を 改 良 し 、 採 光 や換 気 を 工 夫 し た の で す 。  

 芦 川 で は 養 蚕 が 盛 ん に な っ た 1 9 世 紀 後 半 以 降 、 そ

れ ま で の 寄 棟 屋 根 や 入 母 屋 屋 根 の 妻 側 を 切 り 上 げ て 、

兜 造 り に 改 築 し て い き ま し た 。  

  兜 造 民 家  

こ

ん

な

感

じ

か

な

？
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○ 藤 原 邸  

 藤 原 邸 は 、 上 芦 川 東 村 の 上 段 に 位 置 し 、 現 状 は 桁

行 8 間 、 梁 間 3 . 5 間 の 寄 棟 形 兜 造 り の 民 家 で す 。 平

成 2 4 年 に 修 理 ・ 再 生 さ れ ま し た 。 も と は 「 ナ カ ノ イ リ 」 と い

う 屋 号 の 大 屋 （ 本 家 ） で 名 主 を 務 め た 家 柄 で す 。 現 状

は 、 東 側 に 土 間 と 馬 屋 、 中 央 部 が 居 所 （ イ ド ） 、 西 側 に

表 か ら 座 敷 、 納 戸 が 並 ぶ 「 桁 行 3 列 上 手 妻 側 2 室 」

の 間 取 り で す 。 居 所 と 座 敷 の 間 に は 「 押 板 」 と い う 床 の

間 状 の 部 屋 飾 り

が あ り ま す 。 調 査 の

結 果 、 西 側 の 押

入 れ と 居 所 ・ 土

間 ・ 馬 屋 の 北 側

0 . 5 間 、 土 間 ・ 馬

屋 の 東 側 1 . 5 間

が 建 築 後 に 増 築

さ れ て い る こ と が わ

か り ま し た 。 居 所 も

西 側 一 間 分 だ け

の 板 の 間 で し た 。

ま た 、 中 心 の 大 黒

柱 は 、 現 在 は 梁 の

と こ ろ ま で で す が 、

当 初 は 棟 を 支 え

て い ま し た 。 こ う し た

間 取 り や 構 造 の

特 徴 か ら 、 藤 原

邸 は 1 8 世 紀 の 中

頃 に 建 て ら れ た も

の と 推 定 さ れ て い

ま す 。   修 理 さ れ た 藤 原 邸  

修 理 前 の 藤 原 邸  



~ 8 ~ 
 

ま め ち し き  

○ 「 押 板 」 に つ い て  

 「 押 板 」 と は 床 の 間 の 前 身 で 、 壁 に 厚 さ 5 c m 、 幅 1 0 c m

程 度 の 厚 板 を 横 に は め 込 ん で 飾 り 棚 の よ う に し た も の で

す 。 床 の 間 と 違 っ て 座 敷 で は な く 、 土 間 に 近 接 し た 広 い

板 の 間 （ 藤 原 邸 の 場 合 は 居 所 ） に 設 け ら れ ま す 。 関 東

地 方 と 山 梨 県 ・ 静 岡 県 の 江 戸 時 代 民 家 に 見 ら れ る そ

う で す 。 芦 川 で は 1 8 世 紀 か ら 1 9 世 紀 中 頃 ま で 見 ら れ 、

そ れ 以 降 は 座 敷 に 床 の 間 を 設 け る よ う に な り ま す 。  

 

  

藤 原 邸 の 押 板  
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ち ょ っ と 寄 り 道  

○ 当 得 院  

 松 尾 沢 の 上 流 の 山 林 中 に 小 さ な お 堂 「 当 得 院 」 が あ

り ま す 。 昔 、 平 家 の 落 武 者 が 上 芦 川 に 逃 げ 込 ん で き ま

し た が 、 こ こ で 追 手 に 殺 さ れ た そ う で す 。 近 所 の 人 た ち で

手 厚 く 葬 り ま し た が 、 そ の 後 、 疫 病 が 流 行 し 苦 し む 人 が

何 人 も 出 ま し た 。 こ れ は 落 武 者 の 祟 り だ と い う こ と に な り 、

お 堂 を 建 て て 盛 大 に 供 養 し た と こ ろ 、 た ち ま ち 疫 病 は お

さ ま り ま し た 。 そ の 霊 験 が 示 さ れ て 以 来 、 村 人 の 信 仰 を

集 め る よ う に な っ た そ う で す 。 8 月 2 8 日 に お 祭 り が 行 わ れ

ま す 。  

  当 得 院  

ち

ょ

っ

と

怖

い

話

だ

け

ど

、

今

は

静

か

な

所

だ

ね

。
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○ 口 留 番 所 跡 （ 江 戸 時 代 後 半 ）  

 口 留 番 所 と は 一 般 に 言 う 関 所 で 、 要 路 や 国 境 に 設

け て 、 通 行 人 、 通 過 貨 物 を 検 査 し 、 脱 出 や 進 入 に 備

え た 施 設 で す 。 上 芦 川 は 国 中 地 方 と 郡 内 地 方 を 結 ぶ

交 通 の 要 所 で あ っ た た め 口 留 番 所 が 設 置 さ れ ま し た 。

天 保 年 間 （ 1 8 3 0 ～ 1 8 4 0 ） 頃 に 書 か れ た 村 絵 図 に は 、

東 林 寺 の 東

側 に ｢ 木 戸

門 ｣ と ｢ 柵 ｣ 、

｢ 番 小 屋 ｣ と

見 ら れ る 建

物 な ど が 描

か れ て い ま

す 。  

口 留 番

所 は 明 治 の

初 め に 廃 止

と な り 建 物 は

取 り 壊 さ れ ま

し た が 、 門 は 東 林

寺 の 山 門 と し て 移

築 さ れ ま し た 。 山

門 の 門 柱 外 側 に

は 袖 壁 の 取 り 付 い

て い た 痕 跡 が 残 っ

て い ま す 。  

 

 

  

移 築 さ れ た 門  

天 保 年 間 頃 の 絵 図 （ 部 分 ）  
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○ 道 祖 神 場  

 上 芦 川 の 道 祖 神 場

は 、 口 留 番 所 跡 と 東

林 寺 の 間 に あ り ま す 。  

道 祖 神 場 は 道 祖 神

祭 り を 行 う 場 所 で す が 、

普 段 は 道 祖 神 は 祀 ら

れ て い ま せ ん 。 道 祖 神 は

関 所 跡 付 近 の 住 宅 の

裏 側 で 石 祠 の 中 に 祀 ら

れ て い ま す 。 祭 り の と き は 、

神 輿 を か つ い で 道 祖 神

の 石 祠 の 所 に 行 き 、 家

の 当 主 が 身 を 清 め て 石

祠 の 御 玉 名 （ 陰 陽 の

大 小 2 個 の 丸 石 ） を 神

輿 の 中 に 納 め 、 上 芦 川

地 内 を 練 り 歩 い た 後 、

道 祖 神 場 の 所 定 の 位

置 に 安 置 さ れ ま し た 。  

祭 り は 1 月 と 7 月

に 行 わ れ 、1 月 は「 さ

い と う ぎ 」、 7 月 は

「 四 本 木 」 と い う ご

神 木 が 立 て ら れ た そ

う で す 。  

 

  

道 祖 神 を 運 ぶ 神 輿（ 作 成 中 ） 

祀 ら れ て い る 道 祖 神  

祭 り の 場 に 安 置 さ れ た 道 祖 神  
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○ 東 林 寺  

 常 榮 山 東 林 寺 は 日 蓮

宗 の 寺 院 で 、 上 芦 川 に と

っ て 古 く か ら 中 核 と な る 寺

院 で し た 、 元 亀 ２ 年 （ 1 5 7 1 ）

の 創 建 で 、 始 め は 諏 訪 神

社 の 隣 接 地 に あ り ま し た が 、

元 禄 ６ 年 （ 1 6 9 3 ） に 現 在

地 へ 移 転 し ま し た 。 現 在 の

本 堂 は 明 治 2 4 年 （ 1 8 9 1 ）

に 建 立 さ れ 、 正 面 七 間 、

側 面 六 間 の 寄 棟 造 り で 、

茅 葺 の 上 に 金 属 板 を 被

せ て い ま す 。 本 堂 の 軒 先 に

は 明 和 ６ 年 （ 1 7 6 9 ） に 鋳

造 さ れ た 梵 鐘 が 架 け ら れ て

い ま す 。  

 山 門 は 四 脚 門

で 、 江 戸 時 代 の

口 留 番 所 の 通 用

門 を 移 築 し た も の

で す 。  

 

  

東 林 寺 参 道  

東 林 寺 本 堂  
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ち ょ っ と 寄 り 道  

○ 七 面 堂  

 七 面 大 明 神 は 、 七 面

天 女 と も 呼 ば れ 日 蓮 宗

に お い て 法 華 経 を 守 護

す る と さ れ る 女 神 で す 。

七 面 天 女 は 当 初 、 日

蓮 宗 総 本 山 で あ る 身

延 山 久 遠 寺 の 守 護 神

と し て 信 仰 さ れ 、 日 蓮

宗 が 広 ま る に つ れ 、 法

華 経 を 守 護 す る 神 と し

て 各 地 の 日 蓮 宗 寺 院

で 祀 ら れ る よ う に な り ま し

た 。  

 七 面 堂 は 東 林 寺 を

守 る か の よ う に 背 後 の

山 の 傾 斜 面 に 建 っ て い

ま す 。 梁 間 三 間 、

桁 行 三 間 の 向 拝

付 切 妻 屋 根 の 小

さ な お 堂 で す 。 お

堂 の 周 辺 に は 墓

地 が 広 が っ て お り 、

上 芦 川 の 集 落 を

見 守 っ て い る か の

よ う で す 。  

 

  

七 面 堂 か ら の 上 芦 川 集 落  

七 面 堂  
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○ 関 所 跡 （ 江 戸 時 代 前 半 ）  

 延 宝 2 年 （ 1 6 7 4 ） 頃 に 書 か れ た 村 絵 図 に は ｢ 氏 神 ( 諏

訪 神 社 ) ｣ と 「 観 音 堂 」 の 間 に 木 戸 門 と 柵 が 描 か れ て い

ま す 。 同 時 に 書 か れ た 文 書 に は 「 上 芦 川 之 関 所 」 と あ り

ま す 。 ま た 、 諏 訪 神 社 の 東 隣 に あ っ た 屋 敷 が 慶 長 年 間

（ 1 5 9 6 ～ 1 6 1 5 ） に 番 小 屋 と し て 使 用 さ れ て い た こ と も わ か

り ま し た 。

以 上 の こ

と か ら 、 江

戸 時 代 前

半 の ｢ 関

所 ｣ は 、 天

保 期 の

「 口 留 番

所 」 よ り 西

側 に あ り 、

江 戸 時 代

中 頃 に 移

転 し た こ と

に な り ま す 。 ｢ 関

所 ｣ の 具 体 的 な 場

所 は 明 ら か で は あ

り ま せ ん が 、 観 音

堂 の 西 側 で 、 往

還 が 直 角 に 曲 が

る 付 近 に あ っ た と

推 定 さ れ て い ま

す 。  

 

  

延 宝 2 年 頃 の 絵 図 （ 部 分 ）  

関 所 跡 推 定 地 付 近  

氏

神

 
く

ゎ

ん

の

ん

堂
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○ 馬 頭 観 音  

 馬 頭 観 音 菩 薩 は 畜 生 類 を 救 い 、 仏 道 に 導 く 仏 様 と

し て 信 仰 を 集 め て き ま し た 。 ま た 、 馬 が 交 通 手 段 だ っ た

時 代 に は 、 交 通

安 全 の 意 味 で も

信 仰 さ れ ま し た 。  

 上 芦 川 は 交 通

の 要 所 な の で 、 往

還 脇 に 多 く の 馬

頭 観 音 像 が 建 て

ら れ て い ま す 。 特 に

諏 訪 神 社 北 側 に

は ９ 基 の 馬 頭 観

音 像 が 並 べ ら れ 、

旅 人 を 迎 え ま し

た 。  

○ 観 音 堂  

 関 所 跡 推 定 地

の 辻 か ら 東 側 に 坂

を 下 っ て い く と 、 小

さ な 観 音 堂 が あ り

ま す 。 中 に は 木 造

の 馬 頭 観 音 を 祀

っ て い ま す 。 2 月 初

午 の 日 に 、 養 蚕

守 護 ・ 馬 方 の 安

全 を 祈 念 し て 盛

大 に 祭 り が 行 わ れ 、

馬 の 頭 尾 に し め 縄 を し て 参 詣 し 、 繭 玉 を 馬 に 食 べ さ せ て

安 全 を 祈 っ た そ う で す 。   

観 音 堂  

諏 訪 神 社 北 側 の 馬 頭 観 音 群  
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☆ い ろ い ろ な 馬 頭 観 音  

 往 還 の 脇 に は 色 々 な 馬 頭 観 音 が 祀 ら れ て い ま

す 。 ど こ に あ る か 探 し て み て く だ さ い 。  
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○ 諏 訪 神 社  

 諏 訪 神 社 は 上 芦 川 集 落 の 西 端 、 往 還 の 脇 に 鎮 座 し

て い ま す 。 現 在 の 本 殿 は 明 治 3 1 年 （ 1 8 9 8 ） の 水 害 の

後 、 明 治 3 3 年 （ 1 9 0 0 ） に 再 建 さ れ た 建 物 で す が 、 元 禄

1 4 年 （ 1 7 0 1 ） に 建 立 さ れ た 本 殿 の 部 材 を 多 く 使 用 し て

お り 、 江 戸 中 期 の

外 観 を 残 し て い ま

す 。 神 社 に は 慶 長

1 7 年 （ 1 6 1 2 ） の 棟

札 も 残 っ て お り 、

境 内 が 荒 れ て い た

の で 神 殿 を 建 立 し

た こ と が 書 か れ て い

ま す 。  

本 殿  一 間 社 流

造 、 向 拝 一 間 、

檜 皮 葺 ( 現 在 は

鞘 堂 に 納 め ら れ て い ま

す 。 )  

拝 殿  梁 間 二 間 半 、 桁

行 三 間 、 茅 葺 入 母 屋 造

( 現 在 は 赤 色 の 金 属 板 で

覆 っ て い ま す 。 )  

 

 境 内 に は 樹 高 が 3 0 ｍ を

越 え る 太 い ケ ヤ キ が 5 本 あ

り 、 笛 吹 市 の 天 然 記 念 物

に 指 定 さ れ て い ま す 。  

  

諏 訪 神 社 境 内  

天 然 記 念 物 の ケ ヤ キ  
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上 芦 川 以 外 に も 芦 川 に は 昔 の 人 の

文 化 や 歴 史 が た く さ ん 残 っ て い ま

す 。 ぜ ひ 、 み な さ ん で 芦 川 の 魅 力

を た く さ ん 見 つ け て く だ さ い 。  

～ 水 路 と 若 彦 路 の 里 ～  

上 芦 川 現 地 散 策 会  
笛 吹 市 教 育 委 員 会  

文 化 財 課  

T E L  0 5 5 - 2 6 1 - 3 3 4 2  
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東林寺 

←鳥坂峠へ 

 上芦川は古くから甲斐と
駿河を結ぶ「若彦路」が通
る交通の要所だったよ。 

 戦国時代に武田氏が設
けた関所を中心に集落が
発展してきたんだ。 

※茅葺屋根は、ほとんどが金属板を被せています。 

 民家は人が住んでいる住宅ですので、見学などで敷地内に入る時は、必
ず家の人に許可を取ってからにしてください。 

芦川町上芦川 
（かみあしがわ） 
てくてくマップ 

藤原邸 兜造民家 

口
留
番
所
跡 

七面堂 

P 
おごっそう家 ←新井原 

諏訪神社 

P 

P 

題
目
塔 

馬頭観音 

水
車
小
屋 

富士河口湖町→ 

☆スタート 

☆ゴール 

若彦路 


